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特 集 羽咋創生“飛躍の年”へ
～平成30年度 羽咋市当初予算～

　平成30年度は、人口
減少に歯止めをかけるこ
とを目的とする“がんば
る羽咋創生総合戦略”に
基づいた事業展開を開始
して４年目を迎えます。
　市では、平成30年度
を羽咋創生の“飛躍の年”
と位置付け、総合戦略の
充実・強化につながる予
算配分を行いました。

創生事業の充実・強化へ
・人口減少の抑制
・少子高齢化社会の対応
・地域経済循環システムの推進
・持続可能なまちづくりの形成
・企業誘致、総合支援

子育て支援
新　邑知公民館

※イメージ図です。

道の駅のと千里浜

飛躍飛躍
羽咋創生羽咋創生

しごと しごと をつくりをつくり

地域産品の地産外商、市場開拓に
よる地域経済循環システムの推進
企業誘致や起業支援の推進

道の駅から
地域商社機能の推進

まち まち をつくるをつくる

持続可能な持続可能な

地域包括ケア、健康寿命延伸
地域防災などの市民主体の

地域づくり

地域での支え合い、
市民主体のまちづくり
機能の充実と強化

ひと ひと の流れをつくりの流れをつくり

若者と子どもたちが夢と希望を
持てる地域社会の構築

若い世代が羽咋に住み、
結婚・出産、子育て・教育
の切れ目のない支援と強化

　　予算担当　　市企画財政課（☎22-7162）　　
総合戦略担当　　市まち・ひと・しごと創生本部事務局（☎22-7161）
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①地域商社機能の推進
売り先、売れる産品、売れ
る場づくりなどの販売計画
（出口戦略）の構築

⑤道の駅のと千里浜
出口戦略の販売拠点

　平成30年度予算では、羽咋創生を力強く推し進めていけるように予算配分を
行いました。特に、重点化して予算配分した取り組みをご紹介します。
　　　※4～5㌻では、総合戦略に掲げる基本目標に基づいた主な事業をご紹介します。

重点 ① 若い世代の『結婚・出産・子育て・教育』
を強力サポート！

結婚相談員の育成
や婚活イベントな
どの縁結び支援

581万円

新婚世帯（世帯年
収340万円未満）
へ引越費用を
最大24万円助成

48万円

島出町ひばりケ丘住宅跡地に
宅地分譲地を造成 6,300万円

住宅取得費の支援 2,940万円
　(転入者最大300万円、市内在住者最大270万円)

移住ワンストップ窓口による、市への移住希望者に対する
情報提供やＰＲ、体験住宅の提供など、移住・定住の促進 1,268万円

子育て世代包括
支援センターを設置

273万円

子育て応援券・祝金
を支給 2,150万円

　第１子 10万円
　第２子 20万円
　第３子 30万円
　第４子 40万円
　第５子以降  50万円

認定こども園・保育所の
大規模改修

8,011万円

市内全小中学校の
防犯カメラ整備など

1,100万円

公園･遊具の整備(島出町
児童公園､ちびっ子自然
センター） 1,550万円

学校支援員18人
(２人増)配置など
 2,151万円

第１子保育料無料化
(世帯年収約360万円未満)

 歳入約600万円の減

就学援助費の拡充
(給食費一部無料化

など） 1,338万円

結婚

※図の取り組みは一部です。金額は、平成30年度予算額になります。

重点 ② 『出口戦略』に基づく『稼ぐ地域』の創造
「
売
れ
る
産
品
」「
稼
ぐ
仕
組
み
」「
自
走
す
る
組
織
」の
構
築

流通・販売（出口） 加工 生産（入口）

・市内加工事業者
・物流事業者
・飲食事業者
・卸・小売事業者

②農産物の加工品
　の裾野の拡大

③自然栽培の
　普及・推進

④産官学連携で
　就農者自立
　モデルの構築

行政(羽咋市)による事業始動。数年後、民間へ移行・経営できるように流通・
販売、加工、生産のそれぞれの関連事業に予算措置（1億886万円）

妊娠・出産 子育て 教育　

環
境
の
整
備　
　

 

経
済
的
支
援　
　

住
ま
い　

移
住
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❶羽咋における安定した雇用と
　魅力あるしごとを創出する

❷羽咋へ新しいひとの
　　　　　　　流れをつくる

　　　地域おこし協力隊活用事業 4,553万円
　　　(自然栽培の普及やジビエ特産化およびオリ

ジナルブランド商品の開発など。隊員９人分）

　　　移住ワンストップ窓口事業 1,268万円
　　　(地方移住希望者への情報提供やＰＲ。短

期就農体験や空き家案内、体験住宅の提供)

　　　千里浜海岸魅力アップ事業 　278万円
　　　(SSTR(バイクイベント)、千里浜砂像イベ

ント、千里浜ちびっこ駅伝大会の開催支援）

　　　寺家遺跡保存整備事業            3,010万円
　　　(史跡寺家遺跡整備基本計画の策定。史跡

の整備・保存活用のための土地購入）

　　　妙成寺書院・三光堂等保存修理工事補助事業
 551万円

　　　(屋根の葺き替え、保存修理工事、耐震診断、
補強工事への補助）

　　　気多神社拝殿・神門保存修理工事補助事業
 152万円
　　　（屋根の葺き替え、保存修理工事、耐震診断、

補強工事への補助）

　　　峨山道トレイルラン開催補助事業 
 300万円
　　　(峨山道トレイルラン開催のための補助金）

新規

継続

継続

継続

拡充

継続

新規

継続

継続

継続

継続

継続

　　　自然栽培｢聖地｣化本格展開支援事業
 8,300万円
　　　(販売計画に基づく生産、加工、流通・販

売の地域経済循環システムの構築。自然栽
培普及促進事業ほか４事業を実施）

　　　地域商社機能推進事業  4,034万円
　　　（市場ニーズの把握と情報提供、地域産品

の発掘やマッチング支援、地域内外との
ネットワークの構築による販路拡大など）

　　　道の駅｢のと千里浜｣推進事業 1,712万円
　　　(出入口に強風を防ぐ風除室を設置。専門

家による商品販売戦略やパッケージデザイ
ン開発）

　　　ふるさと納税推進事業   7,500万円
　　　(返礼品として市内特産品の購入、配送。

寄付金は地方創生､福祉､教育の充実に活用)

　　　地域商品券発行支援事業 300万円
　　　(商工会が１万円で１千円のプレミアム

（10%）付商品券を発行。商品券発行総額
は3,300万円。市はプレミアム分を補助）

　　　羽咋駅周辺整備事業 1,290万円
　　　(市民が安心して生活できるまちづくり計画の

策定。羽咋駅西駐輪場の屋根カバーを改修）

　　　企業立地推進事業  4,026万円
　　　(市商工業振興条例による誘致企業である

㈱泰生（千里浜町）への助成）

平成30年３月で整備が完了した羽咋駅西アーケード

平成30年はライダー3,000人が集結予定のSSTR

拡充

継続
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❸若い世代の結婚・出産・子育て
 の希望をかなえる

　　　第１子保育料の無料化（条件付）
 歳入 約600万円減
　　　(世帯年収360万円未満の世帯は、第１子

の保育料を無料化）【県内初！】

　　　　　子育て応援事業 2,150万円
　　　(出産祝い金を大幅拡充。第１子10万円、

第２子20万円、第３子30万円、第４子40
万円、第５子以降50万円を支給）

　　　※支給額について：２万円を子育て応援券、次に18
　　　　万円までは地域商品券、超えた分は現金で支給

　　　縁結び支援事業 581万円
　　　(結婚相談員の育成・

活動支援。婚活イベン
ト開催や自分磨きセミ
ナーの開催支援。平成
29年度の成立カップル
は15組30人)

　　　ＩＣＴ環境整備事業 623万円
　　　(タブレット機器42台を追加購入。計102台。
　　　邑知中学校にLAN配線を敷設）

　　　小中学校トイレ洋式化整備事業 612万円
　　　(全小中学校のトイレ様式化率を50％以上に)

　　　外国語教育推進事業  1,156万円
　　　(英検対策講座の開催と受験料の1/2助成。
　　　外国語指導助手を３人体制に拡充。小学校

英語活動を３年生、４年生まで拡充)

　　　市内公園・遊具整備事業 1,550万円
　　　(島出児童公園

の再整備。柳田
町ちびっ子自然
センターの遊具
増設）

❹時代に合った持続可能な地域を
　つくり、地域と地域が連携する

　　　定住促進宅地造成事業 6,300万円
　　　(「島出町ひばりケ丘住宅跡地」に分譲地22

区画程度造成。平成30年秋頃に分譲受付開
始予定)

　　　住まいづくり支援事業         　2,940万円
　　　(新たに市内在住者には基本奨励金10万円

を創設。市内在住者、子育て世帯、新婚世
帯、転入者への住宅取得費を支援。最大
300万円を支給）

　　　消防団ポンプ車両整備事業 3,800万円
　　　(市消防団の消防ポンプ車を２台更新。
　　　今後､市内全分団のポンプ車を順次更新予定）

　　　市民提案型まちづくり支援事業 630万円
　　　(羽咋創生を推進する事業および地域の課

題を市民と市が協働で解決する事業につい
て、年30万円を上限として最長３年間助
成。新規10件募集）

　　　障害者地域生活支援事業 2,929万円
　　　(障がい者相談支援、日常生活用具の給付等。
　　　平成30年度から、紙おむつ支給対象者を拡大)

　　　コスモアイル羽咋大ホール吊物改修事業
 2,117万円

　　　市制施行60周年記念事業 474万円
　　　(平成30年７月１日㈰に記念式典を開催。

道の駅などの市内各所でイルミネーション
をはじめとした各種記念事業を実施)

新規

拡充

拡充

拡充

拡充

新規

新規

拡充

新規

新規

大幅拡充 拡充

縁結び支援事業を通じて
ご成婚された砂山ご夫妻

拡充

平成29年に整備した羽咋
運動公園(鶴多町)の遊具

継続

平成29年秋、市民からの提案により復興を遂げた
旭町の祇園囃子
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平成30年度　会計別予算
会計名  当初予算額 前年度比

一般会計 98億6,000万円 △ 3.9%
特別会計 56億7,870万円 △ 5.7%
国民健康保険 25億7,400万円 △ 16.3%
後期高齢者医療 3億6,000万円 ＋ 10.9%
介護保険 27億3,300万円 ＋ 4.7%
千里浜財産区 1,170万円 △ 8.6%

企業会計 27億4,010万円 ＋ 0.8%
水道事業 8億7,040万円 ＋ 4.4%
下水道事業 18億6,970万円 △ 0.9%
合　計 182億7,880万円 △ 3.8%

　一般会計の当初予算額は、98億6,000万円で、前年度と比較し、４億円の
減額、率にして、3.9％の減少となりました。

【減額要因】
 ・邑知公民館の整備 △３億5,523万円
 ・退職手当  △１億5,080万円
 ・誘致企業への助成金 △6,825万円

【増額要因】
 ・認定こども園、保育所の改修 ＋8,011万円
 ・島出宅地分譲地の造成  ＋6,300万円
 ・子育て応援券、祝金の大幅拡充 ＋2,150万円

UP
DOWN

　特別会計では、前年度と比較して３億
4,570万円の減額、率にして5.7％の減
少となりました。
　主な理由は、介護保険給付費や地域支
援事業費の増加により介護保険特別会計
予算が１億2,200万円、後期高齢者医療
保険料の増加により後期高齢者医療特別
会計予算が3,540万円、それぞれ増額す
るものの、平成30年度からの国民健康
保険の石川県移管に伴う共同事業拠出金
の廃止などにより、国民健康保険特別会
計予算が５億200万円減額するためです。
　企業会計のうち、水道事業会計の予算
総額は８億7,040万円であり、経年管布
設替工事などの実施により、前年度と比
較し、3,650万円の増額となりました。
　下水道事業会計の予算総額は18億
6,970万円であり、建設改良費が減少し
たことにより、前年度と比較し、1,610
万円の減額となりました。

前年度比増減の主な理由

平成30年度当初予算の総額
（特別会計など含む）

182億7,880万円 
（前年度比　7億2,530万円減）

予算のあらまし予算のあらまし
平成30年度当初予算の
総額(一般会計）
平成30年度当初予算の
総額(一般会計）

98億6,000万円
　　　　　　　　（前年度比　４億円減）
98億6,000万円
　　　　　　　　（前年度比　４億円減）
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一般会計予算の内訳

前年度比増減の主な理由
■歳入
【市税】
市たばこ税が減少するものの、個人市民税、固定
資産税の増加などにより全体では前年度と比較し、
6,300万円の増額となりました。
【地方交付税】
34億3,000万円を計上。臨時財政対策債３億
3,000万円を合わせた実質的な地方交付税総額は、
37億6,000万円となり、前年度対比では人口減少
や市税の増収などにより１億4,500万円の減額と
なりました。
【国県支出金】
社会資本整備総合交付金や認定こども園の改修に
伴う保育所等整備交付金の増加などにより、前年
度と比較し、8,254万円の増額となりました。
【市債】
邑知公民館等整備事業の大半が平成29年度に終
了することから、前年度と比較し、２億3,000万
円の減額となりました。
【その他】
邑知の郷公園や退職手当などの基金繰入事業が減
少したため、前年度と比較し、２億954万円の減
額となりました。

■歳出
【人件費】　　　　
退職手当は990万円で、前年度と比較して１億5,080万
円の減額となり、人件費の総額は前年度と比較し、１億
4,986万円の減額となりました。
【公債費】
羽咋中学校体育館整備に伴う市債の元金償還が始まること
などから､前年度と比較し､9,910万円の増額となりました。
【物件費】
地域商社機能推進事業費や戸籍住民基本台帳管理事業費な
どの増加により、前年度と比較し8,007万円の増額となり
ました。
【補助費等】
㈱モンベルへの助成金交付の終了や石川北部ＲＤＦセン
ター整備に係る広域圏分担金の終了により、前年度と比較
し１億7,076万円の減額となりました。
【普通建設事業費】
邑知公民館や邑知の郷公園などの建設事業費の減少によ
り、前年度と比較し３億3,512万円の減額となりました。
【その他】
保険給付費や地域支援事業費の増加による介護保険特別会
計への繰出金の増加などにより、前年度と比較し、2,601
万円の増額となりました。

人件費：議会議員・職員(特別職含む)・各種委員会委員の
委員報酬・給料・共済費・退職金など

扶助費：保育所の運営費・医療費の助成・生活保護世帯へ
の助成など

公債費：市の長期の借金の返済金や短期(１年以内)借入金
の利子など

物件費：公共施設の管理や機器の保守など
補助費等：各種団体へ交付される補助金、負担金など
普通建設事業費：道路・学校整備など公共事業に要する経費

用語解説

歳
出

歳
入

人件費　11.6億円（11.4％減）人件費　11.6億円（11.4％減）人件費　11.6億円（11.4％減）
扶助費　16.1億円（3.2％増）扶助費　16.1億円（3.2％増）扶助費　16.1億円（3.2％増）

公債費　14.5億円（7.3％増）公債費　14.5億円（7.3％増）公債費　14.5億円（7.3％増）

物件費　14.1億円（6.0％増）物件費　14.1億円（6.0％増）物件費　14.1億円（6.0％増）

補助費等
　22.8億円
　（7.0％減）

補助費等
　22.8億円
　（7.0％減）

補助費等
　22.8億円
　（7.0％減）

その他　11.2億円（2.4％増）その他　11.2億円（2.4％増）その他　11.2億円（2.4％増）

普通建設事業費
8.3億円（28.7％減）
普通建設事業費
8.3億円（28.7％減）
普通建設事業費
8.3億円（28.7％減）

市税
26.2億円
（2.5％増）

市税
26.2億円
（2.5％増）

市税
26.2億円
（2.5％増）

その他
7.2億円（22.6％減）
その他
7.2億円（22.6％減）
その他
7.2億円（22.6％減）

地方交付税
34.3億円
（2.8％減）

地方交付税
34.3億円
（2.8％減）

地方交付税
34.3億円
（2.8％減）

国県支出金
16.6億円（5.2％増）
国県支出金
16.6億円（5.2％増）
国県支出金
16.6億円（5.2％増）

地方譲与税、交付金
5.3億円（1.1％減）
地方譲与税、交付金
5.3億円（1.1％減）
地方譲与税、交付金
5.3億円（1.1％減）

市債
9.0億円（20.3％減）
市債
9.0億円（20.3％減）
市債
9.0億円（20.3％減）
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平成30年 第１回

市 議 会
定 例 会

説明に立つ山辺市長

　平成30年第１回羽咋市議会定例会は、２月26日から３月20日ま
で開催されました。平成30年度一般会計予算案などが審議され、市
長提出議案33件が可決・同意され、報告1件が承認されました。
　山辺市長は、２月26日、提出議案の説明に先立ち、新年度の予算
編成方針や主要施策など、当面する課題や取り組みについて報告し
ました。主な内容は次のとおり。

自然栽培の認知度向上、
さらなる活用へ
　自然栽培の普及は、これまで
の取り組みにより、耕作面積は
約40㌶に拡大しました。自然
栽培での就農を目指す移住者も
増加しています。販売では、平
成29年産の自然栽培米がふる
さと納税で好評であったことや、
ＪＡはくいを中心に進めるアメ
リカへの輸出の取り組みが報告
されるなど認知度の向上が認め
られています。
　平成30年度も、引き続き、新
規参入への支援や、IoT活用に
よる栽培技術の向上、販路拡大
に努め、道の駅の地域商社機能
推進の中でも支援を行います。

ジビエ産業で合同会社
「のとしし団」設立
　獣肉処理施設の平成29年度
計画では、約400頭の処理を行
い、1,500万円の販売を見込ん
でいます。平成29年度末に任
期満了となる地域おこし協力隊
員と市で、昨年12月に合同会
社「のとしし団」を設立。今後
も、事業の安定と発展に取り組
んでいきます。

邑知の郷公園“広場”
６月上旬に供用開始予定
　邑知の郷公園の再整備では、
農業振興ゾーンで、ＪＡはくい
による園芸総合集出荷場建設工
事が３月末の完成に向けて進め

られています。
　また、平成29年12月に造成
工事が完了した先端的試験農場
では、平成30年度からの本格
運用に向けてIoTを活用した実
証実験などを踏まえながら、会
宝産業株式会社が循環型農業の
温室ハウスの施設計画や土づく
りに取り組んでいます。
　市民の憩いゾーンの公園再整
備では、３月末の完成に向けて、
広場の造成工事を進め、芝生の
養生を考慮して、６月上旬の供
用開始を予定しています。

島出町ひばりヶ丘住宅
跡地に22区画程度を
分譲予定
　羽咋駅東宅地分譲地は、１月
29日から申し込み受付を開始
し、３月23日に抽選を行いま
す。抽選日以降は、先着順で販
売していく予定です。
　島出町ひばりヶ丘住宅跡地の
分譲地につきましては、平成
30年度当初から22区画程度の
整備に着手し、秋ごろの分譲開
始を目指します。

漏水被害を教訓とし、
上水道システムを再検証
　1月24日から日本列島を襲っ
た強い寒波の影響により、全国
各地で水道管の凍結による漏水
が発生しました。
　このため、市内全域で住宅敷

昨年10月、アメリカのスーパー
マーケット‶バイライト"の社長
らが自然栽培の取り組みを視察

平成29年度末で任期満了する
地域おこし協力隊員
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【可決された議案】
〈市長提出分〉
◆平成30年度羽咋市一般会計
予算

◆平成30年度羽咋市国民健康
保険特別会計予算

◆平成30年度羽咋市介護保険
特別会計予算

◆羽咋市国民健康保険税条例の
一部改正について

◆羽咋市介護保険条例の一部改
正について

◆平成30年度羽咋市後期高齢
者医療特別会計予算

◆平成30年度羽咋市千里浜財
産区特別会計予算

◆平成30年度羽咋市水道事業
会計予算

◆平成30年度羽咋市下水道事
業会計予算

◆平成29年度羽咋市一般会計
補正予算（第７号）　など

【一般質問】
※質問内容や市長はじめ執行部か
らの答弁内容は、近く発行される
『市議会だより』をご覧ください。

第１回羽咋市議会定例会

地内の給水管の凍結による漏水
が多数発生したことにより、通
常に比べて４割から６割増とな
る膨大な配水量を記録しました。
　配水量増大の影響で配水管内
の圧力が低下し、同月29日、神
子原送水ポンプ場の送水能力が
低下。神子原地区への水道水供
給量が減少しました。
　その結果、神子原町と菅池町
では断水状態となり、千石町で
は節水をしていただくなどの影
響が発生しました。
　同月31日の午後には解消しま
したが、神子原地区の皆さまに
は、長時間の水道水供給停止に
より、ご迷惑をお掛けしたこと
をお詫びし、復旧に至るまでの
各町会長や地区住民の皆さまの
ご理解とご協力に感謝します。
　今後は、今回の事案を教訓に、
重要なライフラインである上水
道の安定供給を行うため、上水
道システムの再検証を行ってい
きます。

国保税額　平均6,260円
の引き上げ
　国民健康保険制度の改正によ
り、現在市町村単位で行ってい
る国保財政運営が、平成30年
度から都道府県単位となり、今
後、市は県から示された国保事
業費納付金を納めることになり
ます。
　当初必要とされた税額と市の
現行税率の一人当たりの保険税
を比較すると、平均16,237円
で約16.5％の引き上げになり
ますが、国の激変緩和策により、
示された標準保険料率は平均
11,270円で約11.5％の引き上

げとなります。
　それでも大幅な引き上げとな
ることから、市では国保基金を
活用して独自の激変緩和策を講
ずることとし、平成30年度は
平均6,260円で約6.4％の引き
上げを考えています。
　現在、県で将来的な県内保険
料の統一が検討されています。
また、激変緩和策により、市の
国保基金も適正規模を下回る可
能性が生じてきています。
　今後は、市民の皆さまに、国
保制度改正について丁寧に説明
し、住民負担を考慮しつつ、平
成33年度を目途に、適正な税
率と標準的な賦課方式の確立を
目指して段階的な引き上げに取
り組んでいきます。

介護保険料　5,900円に
　平成30年度から３カ年を計
画期間とする「第７期介護保険
事業計画」は、医療・福祉関係
団体の代表者や公募委員による
「介護保険事業計画策定委員会」
からの提言をもとに策定します。
　また、平成30年４月から65
歳以上の第１号被保険者の介護
保険料の基準額を、現在の月額
5,700円から5,900円に改定し
たいと考えています。

人事案件１

教育長に八島和彦 氏

　任期満了を迎える北山吉郎教
育長の後任に、八島和彦氏（釜
屋町）が任命されました。
　任期は平成30年４月11日か
ら３年間。

　固定資産評価審査委員会委員
として松村光芳氏（千路町・再
任）が選任されました。

人事案件２



10　広報はくい No.790 2018年４月

　
音楽、歌で地域に力を！ ～ご寄付、ありがとうございます～

チャリティー音楽祭の善意、福祉に

　２月14日、市に毎年寄付を行っている“羽咋
ミュージックファクトリー”の坂室英仁代表ら
メンバー４人が、同月11日に開催された‶チャリ
ティー音楽祭"で募った善意５万130円を市に寄
付しました。
　坂室代表は山辺市長に寄付金を手渡し､｢寄付金
は福祉に役立ててほしい。今後は、羽咋の地域を
テーマにしたオリジナル楽曲を作詞・作曲してい
る方々が一堂に会したイベントも開催していきた
い」と伝えると、山辺市長は「これからも市を盛
り上げていくために力添え願いたい」と感謝の言
葉を述べました。

山辺市長に寄付金を手渡す坂室さん（左から３人目）

栄えある叙勲受章
おめでとうございます

　40年の長きにわたり、教師と
して児童の指導・育成に尽力され、
余喜小や旧富永小などで勤務し、
旧上甘田小校長として退職。
　「在任中は、先輩、後輩、子ど
もたち、地区の皆さま方から多大
なご厚情をいただきました」と感
謝の言葉を述べられました。

瑞宝双光章

北
きたがわ

川　吉
よし

知
とも

さん
（88歳、千里浜町）

羽咋市獣肉処理施設が
北陸農政局長表彰を受賞
～有害鳥獣対策とイノシシ特産化で功績～
　３月７日、金沢市の北陸農政局で鳥獣被害対策
優良活動の表彰式が開かれ、羽咋市獣肉処理施設
など５団体が同局の局長賞を受賞しました。
　羽咋市獣肉処理施設は、近隣市町と連携して集
荷する体制を整え、有害鳥獣対策とイノシシ特産
化の取り組みを結び付けた功績が評価されました。

獣肉処理施設で勤務する、羽咋市地域おこし協力隊の
加藤晋司さん（前列左から３人目）が代表して受賞

公民館活動による地域活性化へ

　３月19日、羽咋公民館のカラオケ教室“ふじ
の会”の代表を務める藤塚久美子さんが市役所を
訪れ、前日に開催したチャリティミニコンサート
の収益金４万円を寄付しました。藤塚さんが「寄
付金は、公民館活動を通じた地域活性化のために
役立てていただきたい」と伝えると、山辺市長は
「地域の拠点として公民館が担う役割は多岐にわ
たっており、有効に活用したい」と応えました。
　なお、ふじの会による寄付は、７年前の東日本
大震災をきっかけとして毎年行われています。

山辺市長に寄付金を手渡す藤塚さん
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地域見守りで６郵便局と協定 安全・安心なまちづくりに向けて

　２月27日、市内を配達エリアとする６郵便局
（羽咋、羽咋千里浜、邑知、一ノ宮、柴垣、金
丸）と市との間で、地域の見守りに関わる協定を
締結しました。
　主な内容は以下のとおりです。

１　郵便局員が配達業務中に住民の異変に気
付いたり、道路の異常を発見した場合や
不法投棄が疑われる廃棄物などを発見し
た場合に、市に情報提供する。

２　災害時には、相互の車両の提供を行い、
情報の共有化を図るなど、市民の安全確
保に努める。

協定を締結した各郵便局長と山辺市長（中央）

協賛事業
募集中！

　羽咋市は、昭和33年７月１日に市制を施行し、今年、60周年を迎えます。市では、
市民や企業、各種団体が実施するイベントなどを対象に、協賛事業を募集します。

１　協賛事業の特典
　　協賛事業として認定された事業は、事業名
称などに「羽咋市市制施行60周年記念協賛」
と併記することとし、市はホームページなど
で事業のＰＲを行います。

　　また、特に記念して開催する事業などについ
ては、規程に基づき事業費の２分の１以内で、
助成します（助成限度額５万円）。

２　申込資格
　　60周年記念事業の趣旨に賛同する各種団体など
３　対　   象
　　市制施行60周年を祝い、平成30年４月１日
から平成30年12月31日までに実施し、多く
の市民が参加でき、広く羽咋市を市内外に発
信できる事業

４　申込方法
　　申請書などを直接または郵送で提出してくだ
さい。

　　※申請書は、市ホームページ、市総務課で入
手できます。

５　申込期日
　　事業実施の２カ月前。ただし、特別な理由が
ある場合はこの限りではありません。

　　（助成金申請については、おおむね５月末まで）

提出先・問い合わせ
市総務課（60周年記念行事計画委員会）
（☎22-7161、FAX 22-7135）
〒925-8501　羽咋市旭町ア200番地

市制　　周年市制　　周年市制　　周年
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【国民年金】 学生納付特例制度の申請をお忘れなく
　学生納付特例制度とは、学生本人の所
得が一定以下の場合、申請すれば学生期
間中の国民年金保険料を社会人になって
から納めることができる制度です。
１ 所得条件　　　　　
　学生本人の前年所得が118万円（給与
収入が194万円）以下
２ 対象となる学校　 
　大学（大学院）、短大、高等学校、高
等専門学校、専修学校、および各種学
校など

問い合わせ・手続き　日本年金機構・七尾年金事務所（☎0767-53-6511）
　　　　　　　　市市民窓口課・国保年金医療係（☎22-7194）　

《申請は毎年度必要です》
　前年度に学生納付特例の承認を受けて翌年度も同じ
学校に在学する人には、日本年金機構から「学生納付
特例申請書（ハガキ）」が送付されます。必要事項を記
入し、返送することで学生納付特例の申請をすること
ができます。
　ハガキが届かない場合、または新規に申請する場合
は、在学証明書（原本）または学生証（写し）と印鑑
をお持ちのうえ市市民窓口課へお越しください。
※代理人が申請する場合、代理人の身分証明書（免許
証など）が必要です。

　政府が運営するオンラインサービ
ス「マイナポータル」内において、
子育てに関する行政手続きの一部が
ワンストップでできる「子育てワン
ストップサービス」の電子申請サー
ビスの受付がはじまりました。

　マイナポータルで提供できる対象業務
およびサービスは次の通りです。
対象業務
1　児童手当関係
2　児童扶養手当関係
3　保育所などの入所関係
4　母子保健関係

マイナポータルURL　
https://myna.go.jp/
※詳しくは、マイナポータルトップページの「はじめ
て利用される方はこちらから」をご確認ください。

　　　　　　問い合わせ　市市民窓口課（☎22-7194）　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　市健康福祉課・子育て支援係（☎22-1114）、健康推進係（☎22-1115）

利用方法
マイナポータルを利用するには、
１　マイナンバーカード（個人番号カード）
２　ＩＣカードリーダライタ
３　マイナンバーに搭載された電子証明書を利
用するためのソフト

　　（利用者クライアントソフト)
４　以下のいずれかの機器類
　(1）インターネットに接続しているウインド

ウズOSのパソコン※

　(2）インターネットに接続しているアンドロ
イドOSのスマートフォンのうちICカード
リーダーを内蔵する機種※

※動作環境、対応機種などについては、マイナポー
タルでご確認ください。

子育て子育て子育てワンストップサービスワンストップサービス 電子申請スタート
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助成券を交付します

福祉タクシー（羽咋市内のタクシー業者に限る）
公衆浴場利用料金助成

高齢者 心身障がい者

助成要件・
内容

要介護認定者または総合
事業対象者※で、外出が
困難な在宅の65歳以上
の一人暮らしと、高齢者
だけの世帯の人に、通院
時の小型タクシーを利用
する際の助成券を交付し
ます。
※面談により、介護予防が
　必要と判定された人

身体障害者手帳1・2級所持者
のうち、下肢や体幹、視覚障
がい者、または療育手帳Ａ所持
者で、世帯に自動車税減免措置
を受けている車両がなく、自ら
自動車を使用しない在宅の人に、
通院、会合への参加などのため、
小型タクシーを利用する際の助
成券を交付します。

市内在住の65歳以上の在
宅の人に、市内の公衆浴場
を利用する際の助成券を交
付します。
※ユーフォリア千里浜と
　ゆ華は対象外

交 付 枚 数 年間18枚 年間24枚 １人あたり年間10枚
助 成 金 額 基本料金（迎車料金は除く） １回240円
交付年月日 平成30年４月２日㈪から交付します。

申請手続き
介護保険証、通院先の
診察券が必要です。

身体障害者手帳または療育手
帳が必要です。

本人確認のため健康保険
証または運転免許証が必
要です。

申請窓口・
問い合わせ

市地域包括ケア推進室・
介護高齢者係⑧番窓口　
（☎22-5314）

市健康福祉課・援護係
⑪番窓口
（☎22-3939）

市地域包括ケア推進室・
介護高齢者係⑧番窓口
（☎22-5314）

　

高齢者肺炎球菌予防接種のご案内

申込み・問い合わせ　市健康福祉課・健康推進係（羽咋すこやかセンター１階)(☎22-1115)

　肺炎は日本人の死因の第３位で、肺炎
による死亡者の約95％は65歳以上です。

　平成30年度の定期接種の対象者は下記のと
おりです。早めに予防接種を受けましょう。

《平成30年度の対象者》　
　　　 定　期　予　防　接　種

対　象　者
①平成30年４月２日～平成31年４月１日の間で、65,70,75,80,85,90,95,100歳になる人
②満60～64歳以下で、心臓、じん臓、呼吸器等の病気で身体障害者手帳１級該当の人
③上記のうち、過去に羽咋市の助成を受けた人は対象外

接 種 期 間 平成30年４月１日～平成31年３月31日
自己負担額 2,000円　（生活保護世帯は無料）

対象者への
案　　　内

対象者には、４月上旬にはがきで通知します。
上記の対象に該当する人で、はがきを紛失した場合は再発行いたしますので、下記までご連
絡ください。

※接種方法や接種可能な医療機関などの詳細はご案内のはがきで確認してください。

福祉タクシー・公衆浴場利用

　　　　普段元気な人でも、気候の変化や
　　体調の変化など、ちょっとしたことが
きっかけで肺炎にかかる可能性があります。
　　そのため、早めの対策として65歳からの
　　肺炎予防が大切になります。



14　広報はくい No.790 2018年４月

　

　

8
ハチマルニーマル

020達成者を表彰します

「フッ化物洗口保護者説明会」を開催します

申込み・問い合わせ　市健康福祉課・健康推進係（羽咋すこやかセンター１階)(☎22-1115）

申込み・問い合わせ　市健康福祉課・健康推進係（羽咋すこやかセンター１階)(☎22-1115）

～80歳以上で自分の歯が20本以上ある人
　は、市内の歯科医院にぜひ申し出を～

～４歳児・５歳児の保護者の皆さまへ～

　80歳以上で自分の歯が20本以上残っている人
を8020達成者として表彰いたします。
　対象と思われる人は市内の歯科医院で、8020
達成を確認する歯科検診をお受けください。
※8020を確認する歯科検診は無料で受けること
ができます。予約が必要な場合もありますので、
事前に歯科医院に連絡をしてください。

　羽咋市では幼児の虫歯予防対策とし
て、歯質強化を目的にフッ化物を活用
し、８カ所の保育所などでフッ化物水
溶液によるうがいを行っています。
　フッ化物洗口について正しく理解し
ていただけるよう、右のとおり説明会
を行いますのでぜひご参加ください。

１ 対象（以下の⑴～⑶の全てに該当すること）
　⑴羽咋市民
　⑵満80歳以上で自分の歯を20本以上お持ち

の人
　⑶今まで表彰されていない人
２ 受付期間　 ４月２日～５月２日まで
３ 検診、申出先　 市内の歯科医院
４ 表彰式
　６月17日㈰ 羽咋すこやかセンターで開催す
る｢歯と口の健康フェア｣で表彰式を行います。

１ 日時　４月14日㈯　午後２時～３時30分
２ 会場　羽咋すこやかセンター
３ 対象　粟ノ保保育所、邑知保育園、こすもす保育園、

西北台保育所、千里浜保育所、とき保育園、羽
咋白百合幼稚園、余喜保育所の４歳児（年中
児）と５歳児（年長児）の保護者

４ 内容　⑴歯科医師による講演「子どもの虫歯予防と
　　　　  　フッ化物洗口の効果・安全性」
　　　 　　⑵フッ化物洗口の申込みについて
　　　 　　⑶保護者のフッ化物洗口模擬体験

５ 締切　対象施設に４月５日㈭までに出欠をお知らせ
　　　　　 ください。

80歳になっても、自分の歯を20本以上保ちましょう！
これを8020運動と言います

　80歳以上で自分の歯が20本以上ある人は、生涯にわたり健康な身体と
丈夫な歯を保つことができると言われています。これだけ歯が残っている
と、食べ物をかみ砕く力が十分あり、硬いものもおいしく味わえ、充実し
た食生活を送ることができます。まさに健康の秘訣は歯にあります。
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まちづくりを支援まちづくりを支援まちづくりを支援
市民提案型の
・・・・・・

市民の皆さんが提案し、自分たちで実施する事業を支援します。
１　対象事業
　　　「３年後にこんなまち、こんな活動をしたい｣ という目標を明確にし、新しい工夫や発展性を取り入れ、
助成期間終了後も継続が期待できる(1)または(2)の事業。

　　（1)地域の課題を市民と市の協働により解決していく事業
　　（2)「がんばる羽咋創生総合戦略」を推進する事業
※これまで各種団体の皆さんが取り組んできた事業に、交流・定住人口が増加する活動などを組み合わせる
ことで、対象事業となる場合もあります。
２　対象団体
　　　市内に活動拠点か事務所があり、提案事業を誠実かつ確実に実施できる、おおむね5人以上で構成す
る市民団体など（町会、公民館単位の団体、地区協議会、ＮＰＯ、ボランティア団体など）

３　助成金額（上限額）　　30万円／年
４　助成期間　　最大３年間
　　　（３年後に、こうしたいという目標に向け、１年ごとに新しい工夫や発展性がある取り組み）　
５　助成率　10/10（ただし、施設の修繕や備品購入費は1/2）
６　主な対象経費　　
　　講師への謝礼・旅費、消耗品、印刷製本費、保険料、委託料、会場借上料、修繕費、備品購入費のほか
市長が認めるもの（人件費、飲食費は対象外）

スケジュール
説明会　　日時：４月10日㈫　午後７時～
　　　　　場所：羽咋市役所203会議室
募集締切　５月１日㈫
※申請団体によるプレゼンテーション・審査会を５月
　下旬に予定

団体要件や要綱、申請方法など詳しくは、
市企画財政課・企画統計係(☎22-7162)までお問い合わせください。

昨年度の提案団体“邑知長寿会”
の事業“しめ縄作り”



16　広報はくい No.790 2018年４月

広　告　欄

　　　

問い合わせ　市税務課・課税係（☎22-7130、6901）、収納係（☎22-1113）

市税務課からのお知らせ  ～市県民税などに関するお知らせ～

❶ 市県民税の申告はお済みですか？
　市県民税の申告は、平成29年中に所得がなく
誰の扶養にもなっていない人、障害年金・遺族年
金、雇用保険法に基づく失業給付などの非課税収
入のみを有する人、羽咋市外の人に扶養されてい
る人についても必要です。

❷ 今月の納税
～市税の納付は便利な口座振替で～
　市税をご希望の口座から自動的に引き落とし、納めることのできる便利な制度です。忙しくてなかな
か金融機関へ行けないという人に大変便利です。納め忘れもなく安心ですので、ぜひ、ご利用ください。
(1)　対象となる税　 市県民税(普通徴収)、固定資産税・都市計画税、軽自動車税、国民健康保険税
(2)　申  込  方  法　 申込用紙「羽咋市税等口座振替依頼書」に必要事項をご記入・捺印(通帳届出印)し、

引き落としを希望の金融機関または市税務課へご提出ください。ただし、ゆうちょ
銀行の場合は直接、ゆうちょ銀行窓口へ申し込みください。申込用紙は、市内の
金融機関または羽咋市役所税務課窓口に備え付けてあります。

(3)　取扱金融機関　 北國銀行、北陸銀行、興能信用金庫、のと共栄信用金庫、北陸労働金庫、はくい
農業協同組合、ゆうちょ銀行(郵便局)

❸ 固定資産税課税台帳を縦覧・閲覧できます
縦覧：自己所有の土地・家屋について、縦覧帳簿で周辺の土地・家屋と比較できます。
閲覧：自己所有の固定資産について、名寄帳兼課税台帳を閲覧できます。（借地･借家の人は該当する土地･家屋に限ります）
必要なもの　⑴本人を確認できる身分証(免許証､健康保険証など） ⑵借地･借家の人は､借用を証する書面
　　　　　　⑶代理の人は、委任を証明する書面

期間　４月２日㈪～５月３1日㈭　土日・祝日除く
　　　午前８時30分～午後５時15分

納期限　　　　　５月１日㈫
市県民税　　　　　　随３期
国民健康保険税　　　特１期

　市県民税の申告をしないと、市県民税の
算定ができなくなり、国民健康保険税や後
期高齢者医療保険料などの軽減措置など
を受けることができなくなります。また、
控除の内容によっては、申告していただく
ことで非課税となる場合があります。
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入院時食事療養費と生活療養費の標準負担額の見直し
　国民健康保険被保険者の入院時食事療養費の標準負担額について、平成30年３月まで「１食当たり
360円」でしたが、平成30年４月から国の制度改正に伴い、「１食当たり460円」へと変わります。住
民税非課税世帯は変更がなく、現在の標準負担額に据え置かれます。
　※指定難病、小児慢性特定疾患の患者の人などの負担額は260円です。
　また、65歳以上の人で入院医療の必要性が高い人が療養病床に入院したときは、食費と居住費とし
て定められた標準負担額を自己負担しますが、このうち居住費について平成30年４月から下記のよう
に改正されます。

問い合わせ　市市民窓口課・国保年金医療係（☎22-7194）

羽咋消防署からのお知らせ

問い合わせ　羽咋消防署（☎22-0089）

　春先にかけて空気が乾燥し、
風が強く吹く時期です。ちょっ
とした油断から大きな災害を起
こす危険性があります。屋外で
の野焼きやごみの焼却は一部の
例外を除き禁止されています。 
絶対にやめましょう！！

住宅用火災警報器
の設置率向上！！

２月13日～
救急車を更新しました

　高度な救命処置を行うための最
新の医療機器を搭載した救急車で
救命率の向上に努めます。

国民健康保険

区　　　分 平成30年３月までの
１日当たりの居住費

医療区分Ⅰ（ⅡⅢ以外の人） 370円
医療区分ⅡⅢ（入院医療の
必要性の高い人） 200円

指定難病患者 ０円

平成30年４月からの
１日当たりの居住費

据え置き

370円

据え置き

ストップ　
　野焼き！

100％まであと少し！
大切な家族や財産を守るた
め必ず設置しましょう！！

平成30年２月末現在

99.1 %



18　広報はくい No.790 2018年４月

広　告　欄

　

狂犬病予防注射を受けましょう

問い合わせ　市環境安全課・環境資源係（☎22-7137）

実施日：４月４日、８日

　室内犬を含む生後91日以上の犬は、毎年１回
狂犬病予防注射の接種が義務付けされています。
　すでに登録を済ませた飼い主の人には、案内
ハガキを送付します。ハガキ裏面の問診票を記
入のうえ、注射会場に必ずお持ちください。
■注射料金　3,100円

　また、新しく犬を飼われた人、登録が済んで
いない犬を飼われている人は、登録が必要です。
　登録は予防注射の接種時に受け付けています
ので、直接会場へお越しください。

■新規登録料　3,000円

《日程》
注射日 注射会場 注射時間

４月４日㈬

上 甘 田 公 民 館 　９：００　～　　９：２５
一 ノ 宮 公 民 館 　９：４５　～　１０：１５
柳 田 町 会 事 務 所 １０：３０　～　１０：５０
千 路 町 会 事 務 所 １１：０５　～　１１：４０
鹿 島 路 公 民 館 １３：００　～　１３：１５
余 喜 公 民 館 １３：３０　～　１４：１０
邑 知 公 民 館 １４：３０　～　１５：１０

４月８日㈰ 羽咋市役所体育館 　９：００　～　１２：００

※狂犬病予防注射は、動物病院でも受けることができます。
※登録している犬が死亡した場合や飼い主に変更があった場合には､市環境安全課へご連絡ください。

★★★★★★　飼い主の皆さまへお願い　★★★★★★
　フンの始末は飼い主の最低限のマナーです。
道路に犬のフンが残されているという苦情が市
役所に寄せられることもあります。
　犬の散歩のときは、スコップやビニール袋な
ど、フンを取る道具を携帯し、必ず持ち帰るよ
うにしましょう。

１ 犬の放し飼いはやめましょう。
２ フンの始末は責任を持って
　 行いましょう。
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　　　 羽咋警察署、羽咋郡市防犯協会連合会からのお知らせ

　　～地域全体で子どもを守りましょう～

　問い合わせ　羽咋警察署（☎22-0110）、羽咋郡市防犯協会連合会（☎22-4970）

地域安全ニュース ハク太郎ハク太郎

いかのおすし
１ 知らない人について｢いか｣ない

２ 知らない人の車に｢の｣らない

３ ｢お｣おきな声で叫ぶ

４ ｢す｣ぐ逃げる

５ 大人に｢し｣らせる

　新入学シーズンを迎えました。
子どもたちを守るために防犯ブ
ザーの使用方法、子ども110番の
家の場所などを繰り返し教えま
しょう。　
　子どもたちは不審者に会ったと
きの身の守り方「いかのおすし」
を覚えましょう！

おむつ使用世帯に｢市指定ごみ袋｣を支給

　紙おむつ（リハビリパンツを含む）の使用世帯などに、羽咋市
指定ごみ袋を１年分として支給します（45㍑のごみ袋30枚または
20㍑のごみ袋50枚）。次に該当する人は、市民窓口課、健康福祉課、
環境安全課のいずれかで申請手続きを行ってください。

問い合わせ　市環境安全課・環境資源係（☎22-7137）

　登下校の安全に関しては、
学校・家庭・地域の連携が不
可欠です。犬の散歩や花の水
やりなどの日常生活を子ども
の登下校の時間帯に合わせる
だけでも、地域の防犯力が高
まります。地域全体で子ども
を見守りましょう！

緊急のときは
110番を！

事業系ごみの出し方
～事業者の皆さまへ～
　事業者は、法律や条例で事業系
ごみを自らの責任において、適正
に処理することとなっています。
　ただし、可燃ごみで、排出量が
少ない事業者は、町会の同意を得
た上で、事業系指定ごみ袋に入れ
て、各町会のごみステーションへ
排出することができます。
※事業系ごみとは、飲食店や店舗、
　事務所などの事業活動に伴って
　発生したごみを言います。
■事業系指定ごみ袋　
　1,200円/ １パック（10枚入）
※市環境安全課で取り扱っています。

１ 3歳未満（４月１日現在）の乳幼児で紙おむつを使用して
いる世帯

２ 介護認定を受けている人または総合事業対象者※で紙おむ
つを使用している人がいる世帯

３ 障害認定者で紙おむつを使用している人がいる世帯
４ 生活保護世帯
５ 特別児童扶養手当受給者、特別障害者手当受給者または福
祉手当受給者と生計を共にしている世帯

申請期間　平成30年４月１日から平成31年３月31日

対 象

※総合事業対象者とは、面談により、介護予防が必要と判定された人



20　広報はくい No.790 2018年４月

●市役所の連絡先
（代表：0767-22-1111）

健康福祉課　　　　　　　　地域包括ケア推進室　　
・援護係　　　　22-3939　・介護高齢者係　　　　　22-5314
・子育て支援係　22-1114　・地域包括支援センター　22-0202

市民窓口課
・市民窓口係　　　22-5940（市民窓口・戸籍）
・国保年金医療係　22-7194
　　（国民年金・国民健康保険・後期医療）

日時　４月15日㈰
　　　14:00～（開場13:30）
場所　コスモアイル羽咋
内容　ピアノ、声楽、フルート、
サックス、合唱など
入場料　無料
問　田村敦子（☎22-2026）

日時　４月28日㈯ 
　　　14:00～(10分前開場)
作品　『ペット』（約86分）
場所　コスモアイル羽咋
入場料　無料　　
申込み　不要
問　羽咋市立図書館（☎22-9777)

日時　４月７日㈯　9:00～
場所　リサイクルセンター(滝谷町)
定員　20人　参加費　1,000円
持ち物　エプロン、三角巾、はし
内容　料理をとおして、ごみを出さ
ない工夫やごみの分別の仕方を学び
ます。
講師　室谷　加代子さん
申込期間　３月28日㈬～４月６日㈮

日時　４月14日㈯９:00～
場所　リサイクルセンター(滝谷町)
定員　20人　　　参加費　700円
持ち物　布１枚、裁縫用具
内容　古着を使って小物を作り、ご
みを出さない工夫と布の有効利用を
学びます。
講師　原田　洋子さん
申込期間  ４月４日㈬～４月13日㈮

広　告　欄

　桜の開花時期に合わせて、交流の
家の「桜の森」を開放いたします。「桜
の森」には樹齢10～40年の桜の木
が約200本あり、見ごたえ抜群です。
　イベント開催日には出店や施設の
体験プログラムなど、さまざまな催
しを準備しています。ぜひ、家族や
お友達同士でご来場ください。
日時　４月７日㈯､８日㈰､14日㈯
夜間ライトアップ期間
４月７日㈯～20日㈮
（平日20:00、土日21:00まで）
場所　国立能登青少年交流の家
問　国立能登青少年交流の家
　　（☎22‒3121）

木梨・長原法律事務所
〒920-0912  金沢市大手町７番34号

電話(076)222-2820  ＦＡＸ(076)222-2672
弁護士　木 梨 松 嗣
弁護士　長 原 　 悟
弁護士　米 田 弘 幸

エコクッキング教室(第１回)

桜まつり グループコンサート 16

クリンクルはくい教室案内
（☎27-1153）

古着のリフォーム教室(第１回)

図書館の映画上映会

「のとキリシマツツジオープンガーデン2018」
　４月17日から５月中旬まで、輪島市、珠洲市、穴水町、能登町と
志賀町土田の郷で、のとキリシマツツジがある個人のお庭など91カ
所が公開されます。
　花の見頃は７日から10日間と短いですが、満開になると遠くから
も存在がわかるほどに深紅に色づく花びらが特徴的です。百聞は一見
にしかず。
　｢能登の天花｣と称されるのとキリシマツ
ツジをぜひ見に来てみませんか。お庭の
場所や開花情報(毎週火曜・金曜更新)は、
｢うぇるかむ奥能登｣HPまたは､道の駅で配
布しているパンフレットで確認できます。
問　奥能登総合事務所企画振興課
    (☎0768-26-2303)
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税務課
・収納係　　22-1113
・課税係（資産税）　22-6901
　　　　（住民税）　22-7130

会計課　　　22-7165
企画財政課　22-7162
商工観光課　22-1118
環境安全課　22-7137

農林水産課　　22-1116
・農業委員会　22-1117

　平成30年度国家公務員の採用試
験についてお知らせします。
　受験案内などは人事院ホームペー
ジからダウンロードできます。また、
受験申込みはインターネットで行っ
てください。
総合職試験（院卒者・大卒程度試験）
・受付期間　３月30日㈮～４月９日㈪
・第１次試験日　４月29日㈰
一般職試験（大卒程度試験）
・受付期間　４月６日㈮～18日㈬
・第1次試験日　６月17日㈰
一般職試験（高卒者試験・社会人試
験（係員級））、税務職員試験
・受験案内などの人事院ホームペー
　ジ掲載日　５月８日㈫
・受付期間　６月18日㈪～27日㈬
・第１次試験日　９月２日㈰
問　人事院中部事務局
　 　（☎052-961-6838）

期間　５月14日㈪から全23回
時間　18:30～20:00
場所　羽咋公民館
コース　初級:初めて中国語を習う人
　　　　中級:基礎を終えた人
受講料　１万円
　　　　（別に教材費1,000円）
対象　中国語圏諸国で広く話されて
　　　いる中国語を学びたい人
定員　30人程度
締切　４月27日㈮
　・問　市生涯学習課(☎22-9331)

　

広　告　欄

　カラスの巣は電線に触れると停電
の原因になることがあります。
　電柱や鉄塔にカラスの巣を見かけ
た場合には、ご連絡ください。
問　北陸電力株式会社（ネットワーク
サービスセンター☎0120-837119）

市民憲章実践活動
4/8 なぎさクリーン運動

平成30年度　中国語講座
受講生募集

電柱の上にカラスの巣を
発見したら

国家公務員を募集

申

　美しいなぎさを守るため、皆さん、ぜひ参加ください。
日時　４月８日㈰　５:45集合　６:00清掃開始（小雨決行）
※荒天の場合、４月15日㈰に順延
集合場所　
①千里浜レストハウス前  ②休暇村能登千里浜下海岸 ③一ノ宮大鳥居
下海岸  ④柴垣漁業協同組合下海岸のうち、自宅から近い所
持ち物　軍手、くま手など
主唱団体　（公社）羽咋青年会議所
協力　羽咋市建設業協会、羽咋市管工事協同組合
問　市生涯学習課（☎22-9331）
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●市役所の連絡先 地域整備課
・施設管理係　22-1119　・企業経理係　　　22-7133
・都市計画係　22-9645　・上下水道建設係　22-7193
・道路建設係　22-9645　・上下水道管理係　22-7193

総務課　　　　　22-7161
秘書室　　　　　22-0771
監査委員事務局　22-7167
選挙管理委員会　22-7191

学校教育課　　　22-7131
生涯学習課　　　22-9331
文化財室　　　　22-7158

広　告　欄

■人口　22,037人(－15人)
　□男性　10,436人( －  ４人)
　□女性　11,601人( －11人)
■世帯数　8,574世帯(+８世帯)
＊平成30年３月１日現在
　(　)内は前月比
　※外国人住民を含む
【２月中の人口動態】
　□出生　　　      7人　
　□死亡　　　    22人
　□転入など　    54人
　□転出など　    54人

人口の動き

譲ります
・マッサージチェア

譲ってください
・ピアノ
・車椅子
・ドラム缶（穴が開いていないもの）
問・　　市商工観光課（☎22-1118）

■市民リサイクル銀行４月分

申

水道の使用開始や使用休止の手続きはお済みですか

服部福祉基金・奨学金のご案内

　水道の使用開始(開栓)や使用休止(閉栓)の日が決まりましたら早
めの手続きをお願いします。手続きは｢１カ月前｣から受付をします
ので、余裕をもってお願いします。
水道メーター検針協力のお願い
　毎月、検針員が水道メーターの検針に伺います。メーターボック
スの上や周りには、物や車などを置かないようにして、検針に協力
をお願いします。
　平成30年度の検針予定
　①４月５日㈭～12日㈭　　⑦10月５日㈮～12日㈮
　②５月４日㈮～11日㈮　　⑧11月５日㈪～12日㈪
　③６月５日㈫～12日㈫　　⑨12月５日㈬～12日㈬
　④７月５日㈭～12日㈭　　⑩ １月７日㈪～14日㈪
　⑤８月６日㈪～13日㈪　　⑪ ２月５日㈫～12日㈫
　⑥９月５日㈬～12日㈬　　⑫ ３月５日㈫～12日㈫

問　市地域整備課・上下水道企業経理係（☎22-7133）

　市では離婚や死別などで母子家庭となった家庭を支援するため、平
成６年に金丸出町出身の服部氏から寄付された資金を「服部福祉基金」
として積み立て、その運用益で服部奨学金を支給しております。支給
を希望する人は、申請をしてください【申請期限　５月18日㈮】。
対象者
平成30年４月に義務教育を除く学校（高校・大学または専門学校）
へ入学する学生を養育している母子家庭の母親で、羽咋市に３年以
上（平成30年４月１日現在）住所を有している人
支給額
１　高校へ入学した学生１人につき　４万円
２　短大、大学、専門学校へ入学した学生１人につき　10万円
手続きに必要なもの
印鑑・在学証明書

問　市健康福祉課・子育て支援係（☎22-1114）

上下水道料金の
特例減免措置があります

（お知らせ）

　平成30年１月から２月の寒波
が原因で起こった漏水について
は、減免の特例措置があります。
　特例措置を受けるには申請が
必要です。必要書類など、詳し
くは下記までお尋ねください。
問・　　市地域整備課・上下水道
　　　　企業経理係(☎22-7133）

申
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議会事務局　22-7160 コスモアイル羽咋　22-9888
図書館　　　　　　22-9777
羽咋体育館　　　　22-3312

ユーフォリア千里浜　　22-9000
公立羽咋病院　　　　　22-1220
羽咋市観光協会　　　　22-5333
シルバー人材センター　22-2700

健康福祉課健康推進係
(羽咋すこやかセンター)
　　　　　　　　22-1115
歴史民俗資料館　22-5998

広　告　欄
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粟
ノ
保
川
柳
会

歳
の
暮
れ　

諭ゆ

吉き
ち

我
が
家
に　

目
も
く
れ
ず 

岡　

み
つ
ぐ

和
を
た
も
ち　

妥
協
で
暮
ら
す　

老
夫
婦 

松
永
た
か
ね

凡ぼ
ん
じ
ん人

の　

実
ら
ぬ
夢
に　

た
だ
努
力 

木
村
す
す
む

春
風
に　

飛
ば
し
て
ほ
し
い　

世
の
乱
れ 

平
木
そ
と
え

平
凡
で　

晴
耕
雨
読
の　

日
々
楽
し 

　

橋
本
ひ
ろ
み

市
民
文
芸

　　　　　

市
長
か
ら
の
手
紙

若い世代が住みよいまちへ
　平成30年度当初予算では、
若い世代の出会いから結婚・出
産、そして子育てや教育環境の
充実に向けた支援を大幅に拡充
し、最重点施策として掲げまし
た。
　第一点目は、未婚の男女に出
会いの場を提供して結婚後に市
内へ定住していただく「縁結び
支援事業」を充実し、成婚者数
の増につなげます。
　第二点目は、「子育て応援事
業」として、子どもが生まれた
世帯に対し、２万円の子育て応
援券と一律３万円の商品券の計

５万円から拡充し、第１子10
万円、第２子20万円、第３子
30万円、第４子40万円、第５
子以降は50万円を支給するこ
ととし、子育て世帯に手厚い経
済的支援を行います。
　第三点目は、保育料において
も年収360万円未満世帯の第一
子保育料について、新たに無料
とし、支援の拡充を図ります。
　第四点目は、ハードおよびソ
フトの両面から教育環境を整備
し、子どもたちが安心して学業
に励むことができるようサポー
トしてまいります。

　今後とも、若い世代の方々が、
結婚から子育てまで、安心して
暮らせるまちづくりに努める所
存ですので、市民の皆さまの温
かいご支援とご協力をお願いし
ます。

 （３月８日）
羽咋市長　山辺芳宣

ご存知ですか？
「無期転換ルール」

　「無期転換ルール」とは、有期労働契約が通算５年を超
えて反復更新された場合、労働者の申込みにより、期間の
定めのない雇用（無期労働契約）に転換されるルールです。
　通算のカウントは平成25年４月１日以降に締結した有
期労働契約からです。
　
　無期転換ルールの概要や制度導入のポイント、国の支援
策については厚生労働省のホームページ「有期契約労働者
の無期転換ポータルサイト」に掲載されています。
　ぜひ、ご活用ください。
ホームページ　http://muki.mhlw.go.jp/

問　石川労働局　雇用環境・均等室（☎076-265-4429）
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女性学習会でシャンソンによる美声響く
　２月18日、コスモアイル羽咋で羽咋市女性学習会が開
催され、「自分らしく生きる～シャンソンと出会って～」
と題して､シャンソン歌手の村梶映子さんが講演しました。
　村梶さんは、自身の人生を振り返り、「自分らしく生
きるために一歩を踏み出す勇気が大切。始めなければ何
も始まらない」と述べ、「今できることは可能な限りやっ
てみるべき」と伝えました。
　講演会はライブコンサート形式で行われ、村梶さんは
情感豊かな美声でアンコール２曲を含む計９曲を熱唱。
また、羽咋市の音楽グループ“夢ちゃん＆歩くん”によ
るミニライブとバルーンショーも行われ、会場は大いに
盛り上がりました。

‶自分らしく生きる大切さ" 伝える

村梶さんの情感豊かな歌声に聴き入る参加者

のとしし鍋を囲み、和やかトーク
　２月18日、羽咋市に移住した人と以前から住む人たち
を対象とした交流会が、中央町の‶CO-LABO(コラボ)"
で開催され、参加者20人が交流を深めました。
　参加者は、羽咋市がブランド化に取り組む‶のとしし"
を使った鍋を囲み、「移住したきっかけは」、「移住して
感じたこと」などの話題で盛り上がり、地域が活性化す
るにはどうすべきか意見交換も行いました。交流会は、
終始和やかな雰囲気で行われ、参加者が互いに連絡先を
交換し合って新たなつながりを築く場面も見られました。

移住者と地元民との交流

のとしし鍋を囲み、楽しく談笑する参加者

山辺市長が花束を手渡して祝福
　２月23日、的場町の特別養護老人ホーム眉丈園で100
歳の誕生日を迎えた安達豊一さん（中川町）。眉丈園では、
誕生会が開かれ、家族と施設の入居者や職員らが安達さ
んを囲んでお祝いしました。
　山辺市長も安達さんに花束とお祝い品を手渡して祝福。
山辺市長が「市議や公民館長を務めるなどの長年にわた
る社会貢献に感謝申し上げます。これからも健康に留意
していただき、すばらしい人生を送ってほしい」と言葉
を掛けると、安達さんは「どうもありがとうございます」
と笑顔で応えました。

安達豊一さん、100歳おめでとう！

　　家族や施設の職員、山辺市長に祝福される
　　安達さん（前列中央左）
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酒井町会館でギター演奏会
　３月３日、酒井町会館で羽咋公民館のギター教室のメ
ンバー５人で構成した‶みずほグループ"による演奏会が
開かれました。この演奏会は、酒井町の老人クラブ‶酒
井町げんき会"が主催し、げんき会の会員約50人がクラ
シックギターで奏でられる‶さくらさくら"や“津軽海峡
冬景色"などの懐かしの名曲に聴き入りました。
　アンコールに応えて、“四季の歌"と‶ふるさと"が演奏
されると、参加者もメロディーに合わせて歌詞を口ずさ
み、会場一体となって盛り上がりました。

懐かしの名曲に聴き入る

髙田順治シェフが腕ふるい、40人が舌鼓
　２月26日、道の駅のと千里浜で‶夢のランチinはくい"
が開催されました。
　前日に金沢市内で開催された食のイベント‶夢のディ
ナー"の参加者のうち希望者40人が、自然栽培の米と野
菜をふんだんに使用したランチに舌鼓を打ちました。道
の駅の髙田順治シェフが腕をふるい、メニューは、古代
米を混ぜた自然栽培米の野菜ソース和えなど、彩り鮮や
かな全５品。富山県砺波市から参加した女性は「本当に
優しい味。安全・安心な食の大切さが身に染みて実感で
きる」と喜んでいました。

道の駅のと千里浜で自然栽培のランチ

懐かしのメロディー、計11曲を披露

自然栽培の米と野菜をふんだんに使ったメニュー
を楽しむ参加者

羽咋消防綱引クラブが全国優勝！　～日頃の練習が実を結び、念願叶う～

　３月４日、羽咋郡市広域圏事務組合消防本部の
署員で構成される ‶羽咋消防綱引クラブ" が全日
本綱引選手権大会(東京都世田谷区で開催)の男子
の部で初優勝を果たしました！
　同月14日に、出場メンバーらが市役所を訪れ、
山辺市長に優勝を報告。山辺市長は「日本一に輝
き、これほど名誉なことはない。勤務をしながら
練習に励み、その成果を十分に発揮された」と祝
福の言葉を述べ、「これからは追われる立場とな
り、地位を保つことは並大抵のことではないと思
うが、優勝した意気込みを忘れずに頑張っていた
だきたい」と激励しました。

　羽咋消防綱引クラブは、準々決勝で強豪の ‶金
沢レスキュー隊" を激戦の末に破り、決勝で ‶京
都消防ろぶすたぁ”に勝利。見事、全国一の称号
を手にしました。山辺市長に念願が叶った思いを
伝えた一人一人の表情は、達成感と充実感で満ち
ていました。
チームの皆さん
■選手：澤一広､松本兼輔､安達真也､泉卓磨､余海亮太､
谷野泰弘､耶雲亮志､荒川光､田中壮大､清水廉､橋本和磨
■トレーナー：市塚貴之
■監督：松本裕

全日本綱引選手権大会で初優勝を果たした羽咋消防綱引クラブのメンバーら
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　　　乳幼児健診
場所　羽咋すこやかセンター
受付日時
●４カ月児健診(平成29年12月生)
　４月24日㈫　13：00～13：30
●１歳６カ月児健診(平成28年９月生)
　４月12日㈭　12：45～13：15
●３歳児健診(平成26年11月生)
　４月11日㈬　12：45～13：15

※乳幼児健診などの日程は、市ホー
　ムページでも確認できます。

はくい子育てサロン（☎22-1518）
　子育て中の方々が、子どもと一緒
にちょっと寄って､ホッとできる場
です。どなたでもお気軽にどうぞ。
場　所　あだちストアジョイフル店
時　間　午前９時～午後４時45分
お休み　年末年始、日曜日、祝日

催 し 物

☆育児講座　４月４日㈬
　午前10時30分～11時30分  
 「親子でリトミック」 
　講師　中條　久美子さん   

☆育児相談　４月11日㈬
　午前10時～12時 
　保健師、栄養士がお受けします。
 （受付は午前11時まで）

☆誕生会　４月18日㈬
　午前10時30分～11時30分

☆お楽しみデー　４月25日㈬
　午前10時30分～11時30分
　担当　邑知保育園

子育てふれあい広場 
　未入所児とその家族を対象に、遊びや情報交換の場として､保育所
(園)・認定こども園で、子育てふれあい広場を開催しています。
時　間　午前９時30分～11時
保育所(園)　邑知保育園(☎26-0059)、こすもす保育園(☎22-8181)
　　　　　　西北台保育所(☎22-1559)、千里浜保育所(☎22-0764) 
　　　　　　とき保育園(☎24-1001)
認定こども園　羽咋幼稚園(☎22-5318)、羽咋白百合幼稚園(☎22-0498)
※こすもす保育園では月～金の上記時間中、子育て支援室や園庭を開放しています。
　羽咋幼稚園では､4月･5月･10月の月～金の10:30～11:15､園庭を開放しています。

と　き 内　　容 ところ
４月10日㈫ こすもす保育園を探検しよう！ こすもす保育園

12日㈭ はじめまして！　 千里浜保育所
13日㈮ はじめまして！一緒にあそぼう とき保育園
13日㈮ ♪せんせいとおともだち♪ 羽咋白百合幼稚園
16日㈪ 保育園って　どんなとこ？ 邑知保育園
17日㈫ ふれあい遊びを楽しもう　 こすもす保育園

✿大きくなったね(身体測定)
18日㈬ 楽しいこといっぱい　 西北台保育所
20日㈮ こいのぼりを作ろう とき保育園
20日㈮ イースターうさぎがやってくる　　 羽咋白百合幼稚園
23日㈪ 保育園って　どんなとこ？ 邑知保育園
24日㈫ こいのぼりを作ろう こすもす保育園

　25日㈬ こいのぼりを作ろう 西北台保育所
　26日㈭ イースターの卵探し 千里浜保育所
　27日㈮ こいのぼりとあそぼう 羽咋白百合幼稚園

羽咋市立千里浜児童センター（☎22-6318) 
　多彩な遊びが楽しめ、どこの地区のお子さんでもご利用できます。
　乳幼児のお子さんは、必ず保護者と一緒にご利用ください。

利用料
無料

利  用  時  間　午後１時～６時
お　  休 　 み　毎週日曜日、祝日
毎 週 水 曜 日　午後４時　　　 ★手作り教室
毎 週 木 曜 日　午後４時30分　★リズムダンスクラブ　講師：杉浦幸代さん
毎 週 金 曜 日　午後４時30分　　トランポリンクラブ　講師：細川　聰さん

と　き 内　　容 参加費など

 ４月  ★７日㈯　午後 ２ 時 おたのしみ会（紙芝居、絵本の読み聞かせ）
　　 　14日㈯　午後 ２ 時 オセロ大会　
　　 ★21日㈯　午後 ２ 時 　 グラウンドゴルフクラブ（予備日：28日㈯）
　　 　21日㈯　午後 ３ 時 お茶クラブ　　　講師　辻森　正美さん
　　 　23日㈪～28日㈯　 ジャンボ鯉のぼり作り

★印の行事は保護者も参加できます。※クラブの参加・体験は自由です。

こすもす保育園親子育児講座
「こすもす保育園を探検しよう！」
４月10日㈫　午前10時～11時
講師　中屋　信枝さん（園長）
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新着図書のご案内

おもかげ(浅田次郎)皇帝と拳
銃と(倉知淳)異形のものたち
(小池真理子)ウズタマ(額賀
澪)婚活中毒(秋吉理香子)飼う
人(柳美里)意識のリボン(綿
矢りさ)俺はエージェント(大
沢在昌)道標 東京湾臨海署安
積班(今野敏)卑劣犯 素行調
査官4(笹本稜平)少数株主(牛
島信)カーテンコール!(加納朋
子)遺訓(佐藤賢一)サハラの薔
薇(下村敦史)幸福な水夫(木村
友祐)街と山のあいだ(若菜晃

子)温泉天国(嵐山光三郎ほか)
すべての新聞は「偏って」い
る(荻上チキ)人生ごっこを楽
しみなヨ(毒蝮三太夫)15歳の
コーヒー屋さん(岩野響)宇宙
飛行の父ツィオルコフスキー
(的川泰宣)知って役立つ!家族
の法律(長橋晴男)もっと知り
たい!定年の楽しみ方(遠山紘
司)小さな企業が生き残る(金
谷勉)住みたい間取り(木村文
雄)向かい風がいちばんいい
(葛西紀明)

一〇五度(佐藤まどか)帽子か
ら電話です(長田弘)おとのさ
ま、小学校にいく(中川ひろ
たか)魔法学校へようこそ(さ
とうまきこ)こんぴら狗(今井
恭子)図書館につづく道(草谷
桂子)ひかり舞う(中川なをみ)
ひとりぼっちの教室(小林深
雪)1日10分でせかいちずを
おぼえる絵本(あきやまかぜ
さぶろう)なないろランドの
たからもの(井上林子)もしも
月でくらしたら(山本省三)サ

メってさいこう!(オーウェン•
デイビー)ピースワンコ物語
(今西乃子)なんでやねーん!
(安田夏菜)駅伝ガールズ(菅
聖子)大人になって困らない
語彙力の鍛えかた(今野真二)
マジカルチャプターブックガ
イド(なかなかこ)ニッポンの
肉食(田中康弘)新しい時代の
お金の教科書(山口揚平)あい
うえどうぶつえん(小林純一)
あかがいちばん(キャシー•ス
ティンスン)かぜにもらった
ゆめ(佐藤さとる)巨人の花よ
め(菱木晃子)

■開館時間
　午前９時30分～午後６時
■４月の休館日
　 3日㈫、10日㈫、17日㈫、
　24日㈫
　※毎週火曜日が休館日です。
　(火曜日が祝祭日の場合はその翌日）
■連絡先　☎22-9777

・ 今月の本棚 ・ ・ 子ども本棚 ・
美術館へ行こう！ 足を守るもの

『日本の美術館』
マガジンハウス

「 おうさまのくつ 」
ヘレン・ビル/文

　全国には、たくさんの美術館があり
ます。アートで地域を活性化し、そこ
に住む人、訪れる人も元気にしてくれ
ます。2004年に開館した「金沢21世
紀美術館」もそのひとつ。歴史の街・
金沢に、アートの街という新しいイメー
ジがプラスされました。

　ある町のくつ屋が、とても立派なく
つを作りました。見た人みんなが褒め
るので、くつはすっかりうぬぼれやに
なってしまいました。そんな「うぬぼ
れやのくつ」は、くつやを飛び出して、
お城に向かいます。「うぬぼれやのくつ」
に何が起こるのでしょうか？

『日本の美術館』 「 おうさまのくつ 」

一般向け 子ども・ティーン向け

■わくわくおはなし会
　(４歳～小学校低学年)
日時　４月７日㈯
　　　午前10時～11時
場所　図書館・おはなしコーナー
■よちよちおはなし会(0歳～3歳)
日時　４月23日㈪
　　　 午前11時～11時30分
場所　コスモアイル羽咋・和室
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　羽咋の皆さん、こんにちは！

　徐々に暖かくなっていますよね？
再び訪れる、陽気な春の日々と桜の
花を見るまで待ちきれません！
　先月、冬が終わって白鳥が北へ渡
ってしまう前に、友人のロシェル（鹿
西高校のALT）と邑知潟の“白鳥の里”
を見に行きました。邑知潟の白鳥た
ちは、これまでで最も多く集まって
いましたよ！
　３月は学年の終わる月。そして、
卒業の時期であることを意味します。
３年生にお別れを言うのは悲しかっ
たですが、きっと彼らには輝かしい
未来が待っていると思います。卒業
式後、同僚の先生たちとともに、羽

は

音
ね

碧
あおあお

々と休暇村能登千里浜で慰労会
に参加しました。いつもながら、お
料理がとてもおいしかった！今月は
新入生に会えるのが楽しみです。彼
らに英語を教えるため、ベストを尽
くしていこうと思います。
　それでは、また次回！

異国の地でさらなる探求心に駆られて
　高校卒業とともに羽咋を離れ、８
年が経ちました。東京の大学に進学
し、そのまま就職、現在はベトナム
で仕事をしています。
　上京したばかりのころは方言を
突っ込まれるのがとても恥ずかし
く、標準語を頑張って習得しました
が(帰省の際にいじられていました)、
やはり18年使った言語は染み付い
ているもので、今では敬語を使うと
き以外は石川弁で話すことも多いで
す。石川弁の方が自分の想いをスト
レートに伝えやすいです。
　高校生の時は地方にいるのが嫌で、
都会で暮らしたいと強く思い、実際
に上京しましたが、今は都会にはこ
だわらず、自分が行きたい場所、必

要とされる場所で生活していこうと
考えるようになりました。地方から
都会に移ったことで気付いたことも
たくさんあるので、今は羽咋で生ま
れ育ってよかったと思っています。
　ベトナム国内でも地方に行くこと
が多いのですが、メコン川河口に広
がる悠久な“メコンデルタ”（低湿
地帯）の景色に身を投じると、羽咋
を思い出すのか、不思議と安心しま
す。でも、お恥ずかしながら私もま
だまだ尖ってしまっているので、そ
れで帰りたくなったりはしません。
もっと違う光景を見たい、刺激を受
けたいという気持ちがあふれてきま
す。
　しばらくは羽咋には戻らないつも

りですが、世界のどこかで、羽咋市
出身の若者と一緒に仕事が出来ると
うれしいです。「お～、お前、羽咋
出身なんかいや！」みたいな感じで。
　最後に、羽咋で子育てをする皆さ
ま、教育関係者の皆さまにお願いが
あります。外に向かおうとする若者
を見かけたら、後押ししてあげてく
ださい。そして、帰って来る人がい
た場合、温かく迎えてあげてくださ
い。
　外で貴重な経験を積み、知識を得
た人は、羽咋で大活躍できると確信
しています。そんな人がもっと増え
れば、羽咋はもっとすばらしいまち
になると思います。

邑知潟をバックに、ロ
シェルと記念撮影

高木　駿
しゅんじ

司 さん(26歳）
（千里浜町出身、ベトナム社会主義共和国在住）

Hey, Hakui!
It’s slowly starting to get warmer 
isn't it? I can't  wait  for sunny 
spring days and to see the cherry 
blossoms again this year!
Last month I went with my friend 
Rochelle (the ALT at Rokusei　High 
School) to see the swans at the 
“Swan Village” at Ouchi Lagoon, 
before　the winter season ends 
and they migrate to another 
place. The swans there　were the 
most I had ever seen in one place 
before!
Last month marked the end of 
the school year, so that meant 
i t was t ime for graduat ion 
ce remon ies .  I t  was sad to 
say goodbye to my 3rd-year 
students. I　know they will do 
well in their futures! After the 
ceremonies, the other　teachers 
and I celebrated a job well done 
at dinner parties at Haneaoao 
and Kyukamura. As always, the 
food was delicious! I’m excited 
to meet my new 1st-year students 
this month and try my best to 
teach them English.
See you next time！

美しいタヒチの海で海水浴

卒業生とともに過ごした教室にはたくさんの思い出があります！
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と連携し、市内全小中学校で自然栽
培の米と野菜を取り入れた給食を実
現できたことです。この取り組みは、
平成29年には市内の全ての保育所・
保育園、幼稚園にも拡大。子どもた
ちの安全・安心な食の普及へ大きな
一歩となりました。
　２年目には、自然栽培による雇用
を本格展開するため、合同会社“は
くい式自然栽培”を設立。同社は、
農業で生計を立てていくことが難し
い新規就農者が、自然栽培に挑戦し
ながら、働くことができる場として
機能しています。余喜地区に生活支
援拠点施設としてオープンした“地
域支え愛村とも”とも連携し、障が
い者が自然栽培農業をサポートする
農福連携による、新たな雇用の創出
にもつなげました。
　３年目は、自然栽培に取り組む他
の協力隊のリーダー的存在として、
合同会社の経理を切り盛りするほか、
都市部で販路拡大に奔走。「羽咋の自

　平成27年４月に地域おこし協力隊
（以下、協力隊）として羽咋市に移住
した遠藤勝敦さん。隊員として３年
の任期を終え、４月からは一人の農
業者として無農薬・無肥料の自然栽
培を生業とし、羽咋市に定住します。
元々は、自然栽培農家としての移住
を希望していましたが、“自然栽培
で移住者を増やしたい”という市の
地方創生の取り組みに共感し、協力
隊としての移住を決意。この３年間、
協力隊のパイオニア的な存在として、
自然栽培の普及に汗を流してきまし
た。
　１年目は、ＪＡはくいの“のと里
山農業塾”で自然栽培のスキルを学
び、米、小麦、大豆の生産に挑戦。
また、「自然栽培をするため、羽咋市
に移住したい」との移住希望者の声
をいち早くキャッチして市と連携し、
移住者と市とをつなぐパイプ役も担
いました。最も大きな成果としては、
遠藤さんら生産者がＪＡはくい、市

　

優しさ薫る観光名所
ふじの咲く丘

　藤岡市にある「ふじの咲く丘」
は、2.3㌶の敷地内に全長250㍍
におよぶ藤棚や45種類の藤が植
えられた見本園、１年を通して藤
の香りや写真が楽しめる「ふじふ
れあい館」などがある、藤をテー
マにした公園です。
　紫をはじめ白やピンクなどさま
ざまな色・形をした藤の花を見る
ことができるこの公園では、毎年
４月下旬から５月の上旬に「藤岡
ふじまつり」が開催されています。

　毎年10万人を超える
人が訪れるこのお祭りの
期間、藤の甘く優しい香

りがふんわりと漂う園内では物産
市や藤の即売会が行われ、日に
よっては大道芸や野外コンサート、
お茶席なども楽しめます。また夜
はライトアップされた藤棚が昼間
とは違う表情で人々を魅了します。
　藤は藤岡の市の花で、市歌に
も「ほのかに匂う」と登場します。
今年のゴールデンウイークは、藤
岡のシンボルの一つである藤を見
に来ませんか？

然栽培農産物を使いたい」と検討し
ている３つの飲食店と現在、商談を
進めているところです。

　遠藤さんは、協力隊としての３年
間を振り返り、「自然栽培に対する
全国からの注目度はますます高まり、
市内の自然栽培農家が増え、新し
い販路も確立されようとしています。
もう少しでこれまでの取り組みが全
てつながり、大きな成果になると確
信しています。そんな可能性や手応
えを感じることが、非常にうれしい」
と期待感をにじませました。

　羽咋市で培った技術、人脈を生か
し、これまでの成果を糧に４月から
新たなスタートを切る遠藤さん。任
期を終えた市内初の協力隊として、
今後、どんな活躍を見せてくれるの
か、楽しみですね！

協力隊の成果を糧に、新たなスタート

遠藤　勝
かつのぶ

敦 さん
（37歳、酒井町在住、
　　　　　東京都出身）
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　＝市役所
■問い合わせ
市役所代表電話(☎22-1111)

市

日　時 行　事　名 場　所 担　当

4/4 ㈬ 10:00～
11:00 シルバー人材センター入会者説明会 羽咋勤労者総合

福祉センター
シルバー人材
センター

  5 ㈭ 10:00～ 小学校入学式 各校体育館 学校教育課

10:00～
11:30 運動教室 羽咋すこやか

センター 健康福祉課

14:00～ 中学校入学式 各校体育館 学校教育課

  7 ㈯ 10:00～
11:00 わくわくおはなし会 図書館 図書館

  8 ㈰ 5:45～ ｢なぎさクリーン運動｣ 市内４海岸 生涯学習課

 11 ㈬ 10:00～
11:00 シルバー人材センター入会者説明会 羽咋勤労者総合

福祉センター
シルバー人材
センター

12:45～
13:15 ３歳児健診 羽咋すこやか

センター 健康福祉課

 12 ㈭ 12:45～
13:15 １歳６カ月児健診 羽咋すこやか

センター 健康福祉課

 14 ㈯ 13:30～ 羽咋市少年少女発明クラブ　開講式
「かんたん親子工作体験」 コスモアイル羽咋 生涯学習課

14:00～
15:30 フッ化物洗口保護者説明会 羽咋すこやか

センター 健康福祉課

 16 ㈪ 11:00～
14:00 健康福祉総合相談 老人福祉センター 社会福祉協議会

 18 ㈬ 10:00～
11:00 シルバー人材センター入会者説明会 羽咋勤労者総合

福祉センター
シルバー人材
センター

13:30～
16:00 総合相談（登記相談） 　 101会議室 市民窓口課

13:30～
16:00 総合相談（行政相談） 　 市民相談室 市民窓口課

13:30～
16:00 総合相談（心配ごと相談、人権相談） 　 203会議室 市民窓口課

４月の休日当番医
(午前９時～正午：事前連絡必要)

※医療機関および診療時間が変更となる
場合もあります。当日の新聞などで
ご確認ください。

※休日に診療した場合は、休日料金が加
算されます。

３０日(月･振）
　いけの整形外科
　羽咋市南中央町 ☎22-0254
　向クリニック（外科・内科）
　志賀町富来領家町 ☎42-1151
　【小児】やまざきクリニック
　七尾市つつじが浜 ☎0767-53-4976

工事の発注状況
(予定価格：１千万円以上)

２月分

◆市道余喜55号線改良工事
　（1,890万円、アルプス工業㈱）

＊入札結果は、市のホームページ
で公開しているほか、どなたでも
市企画財政課（☎22-7162）で閲
覧できます。

市

２９日(日･祝）
　前川医院（内科）
　羽咋市酒井町 ☎26-0210
　加藤病院（外科･胃腸科･内科）
　志賀町高浜町 ☎32-1251
　【小児】とどろき医院（小児科）
　羽咋市鶴多町 ☎22-7855

１日㈰
　岩脇医院（耳鼻咽喉科）
　羽咋市的場町 ☎22-0131
　河崎医院（外科・胃腸科・内科）
　志賀町高浜町 ☎32-0019
　【小児】恵寿総合病院
　七尾市富岡町 ☎0767-52-3211

８日㈰
　松沼医院（内科・小児科）
　宝達志水町敷浪 ☎29-3188
　四蔵医院（内科）
　志賀町仏木 ☎37-1030
　【小児】公立能登総合病院
　七尾市藤橋町 ☎0767-52-6611

１５日㈰
　平場内科クリニック
　羽咋市中央町 ☎22-0238
　池野整形外科耳鼻咽喉科医院
　志賀町高浜町 ☎32-0040
　【小児】国立病院機構七尾病院
　七尾市松百町 ☎0767-53-1890

２２日㈰
　おおの整形外科クリニック
　羽咋市鶴多町 ☎22-8858
　ひよりクリニック(内科･外科)
　志賀町富来地頭町 ☎42-2300
　【小児】恵寿総合病院
　七尾市富岡町 ☎0767-52-3211

市

市
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日　時 行　事　名 場　所 担　当

 19 ㈭ 10:00～
16:20 心のケアサポート 羽咋すこやか

センター 健康福祉課

13:00～
15:00 無料法律相談（要予約者４人まで） 　 101会議室 市民窓口課

 23 ㈪ 11:00～
11:30 よちよちおはなし会 コスモアイル羽咋 図書館

 24 ㈫ 13:00～
13:30 4カ月児健診 羽咋すこやか

センター 健康福祉課

 25 ㈬ 10:00～
10:15 すくすく相談 羽咋すこやか

センター 健康福祉課

10:00～
11:00 シルバー人材センター入会者説明会 羽咋勤労者総合

福祉センター
シルバー人材
センター

 28 ㈯ 14:00～
15:30 子ども映画上映会『ペット』（約86分） コスモアイル羽咋 図書館

観光・イベント情報

近隣市町の観光・イベント情報をお知らせします

観光・イベント情報

近近隣市町の観光・イベント情報をお知らせします近隣市町の観光・イベント情報をお知らせします

羽咋市からの情報として、１市３町の広
報紙に「第11回クラッシクカー in神子
原2018」を紹介しました。

七尾市七尾市

志賀町志賀町

宝達志水町宝達志水町
宝達山開山祭

中能登町中能登町

日時　４月15日㈰　11:00～16:00
場所　中能登町役場 鹿島庁舎周辺（井田）
内容　テント市
　　　マグロ解体ショー（即売あり）
　　　ステージイベント
問　中能登町商工会（☎0767-76-1221）

宝達山（637㍍）の山頂からは、能登・加
賀・越中を眺望することができます。山頂
の休憩施設｢山の龍宮城｣も同日オープン。
日時　４月23日㈪　10:00～
場所　手速比咩神社上社（宝達山頂）
問　企画振興課（☎0767-29-8250）

なかのと桜まつり

第十五回花嫁のれん展

柴木総合公園と於古川沿いの一帯に立ち並
ぶ桜並木。
４月初旬から中旬ごろに、見頃を迎えます。
場所　柴木総合公園（高浜町）
問　まち整備課（☎0767-32-1111）

柴木総合公園の桜並木第11回クラシックカー in神子原2018
　４月15日　　　　
　神子原スポーツセンターグラウンド

旧加賀藩領に伝わる婚礼道具の一つ、花嫁
のれん。商家や民家に飾られる百数十枚も
の優美な花嫁のれんをご覧ください。
日時　４月29日(日･祝)～５月13日㈰
場所　一本杉通り
問　花嫁のれん館（☎0767-53-8743）

市

10:00～15:00日

懐かしい昭和時代の
名車が勢ぞろい！
各種出店や餅つきの振るまいも
あります。

問　クラシックカー in神子原実行委員会(神子の里）
　　（☎26-3580）

　年次有給休暇取得に向けた職場づくりを！
　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）のために、計画的
に年次有給休暇を取りましょう。
　年次有給休暇を土日・祝日と組み合わせて、連続休暇に。

　問　石川労働局　雇用環境・均等室（☎076-265-4429）

チームのサポートがあれば、仕事も休日も、もっと輝く。

「仕事休
やす

もっ化計画」
まずは、ゴールデンウィークからはじめよう！
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　能登一宮「気多大社」には、国指定の重要文化財建
造物が５棟、県指定文化財が２棟あり、妙成寺に次い
で多数の指定文化財建造物を有しています。
　一ノ宮海岸の大鳥居から続く参道を進み境内地に入
ると、神門、拝殿、本殿が南北に並び、両脇に白山神
社と若宮神社を配しており、これら重要文化財５棟が
神社の中枢部となります。その東側に建つ宝蔵の神庫、
少し離れた寺家町地内の参道の随身門は、いずれも県
指定文化財建造物です。
　この「気多の建造物群」もまた、先人の祈りによっ
て残された重要な羽咋の歴史の証人です。入らずの森
に囲まれた厳かな空間のなか、訪れる人々に古代から
続く能登の歴史を語りかけています。

建造物編

気多大社の境内配置図
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自治体広報紙配信アプリ
「マチイロ」インストール
はこちら

■広報を担当して１年目の平成27年度、市の人口
減少に歯止めをかけるための総合戦略が策定され、
２年目の平成28年度は、その戦略に基づくさまざ
まな施策が展開されました。３年目の平成29年度
は、羽咋創生の拠点となる“道の駅のと千里浜”が
オープン。市が大きな挑戦をしてきた３年間、その
出来事を広報で発信する担当であったことをうれし
く思います。そして、今年度は、飛躍の年。まだまだ、
市の挑戦は続きますし、ネタには不自由しなくて済
みそうです。（見附）
■あんなに長く辛いと感じた冬が明け、春がやって
きました！広報の担当になった平成29年度を振り
返ってみると、道の駅のオープン、SSTR、唐戸山
神事相撲や成人式といった市内のイベントを間近で
見ることができたり、「らぶ・はくい人」コーナー
の取材では、市内で活躍する人たちとの出会いが
あったり、盛り沢山であっという間の一年間でした。
平成30年度は市制施行60周年という節目の年でも
あります。どんな一年間になるか、今からわくわく
します。（井上）


